
六月を迎えて、昼間の最高気温が 30℃を越えるような真夏日もありますので、熱中症への注意が必要ですね。

最近では、夕立のような短時間の集中豪雨もあり、季節が少しずつ夏へとシフトしているように感じられます。

昼夜の気温の差が大きく、半袖か長袖か毎日悩んでいますが、皆様、風邪を引かないように、ご自愛ください。 

先日、野洲から篠原を通り、近江八幡へと向かう新幹線沿いの道を車で移動していた際、道路脇では、田植え

が終わった水田に挟まれるように、きれいな赤茶色（これが、小麦色）に変わった収穫前の小麦畑が並んで見え

ました。（小麦の収穫が終わる頃に、梅雨入りになるそうです。）この風景は、明るい緑と小麦色とのツートン

の絨毯を絵画で見ているようで、毎年５月末に、この道路を通って、田畑を見るのが楽しみになっています。 

小麦と言えば、ウクライナ情勢の影響で、世界の小麦が不足し（日本の小麦の自給率は約１３％）、小麦粉や

小麦粉を使った製品が値上げされました。日本でも、パン、うどん、（お好み焼きやたこ焼きなどの）粉ものを

よく食べますので、原材料の小麦の値上げは困りますね。 世界の食文化を調べてみると、地域によって主食の

内容は異なり、小麦以外の主食には、お米や米粉の料理、ジャガイモ、トウモロコシ粉の料理、豆類などもあり

ます。ロシア料理にはそばの実を炊いて作る伝統料理（カーシャ）があります。長野、徳島、山形では、「そば

米」（そばの実をゆでて殻を除き乾燥して作る）を、米のように炊いて雑炊のように調理して食べるそうです。

一度、この機会に、朝から米を食べるとか、イモ類、豆類をこれまでよりも取り入れる工夫はいかがでしょうか。 

年初からの新型コロナ感染症拡大の波（第６波）が、徐々に収まり、日々の生活が元に戻りつつありますが、

しばらくの間、医院内での感染症対策（例えば、院内でのマスク着用、アルコールによる手指消毒、体温計測、

診療前のうがい等）を、継続して参りますので、どうかご理解とご協力の程、よろしくお願い申し上げます。 

Vol.１４５～あなたの生活に役立つ情報が満載のきた歯科医院だよりです～ 

きた歯科だより
発行/ きた歯科医院  〒520－2331 野洲市小篠原 2215  ☎077-588-5885 

ホームページ httpｓ ://www.kita-dental.jp  Ｅメール info＠kita-dental.jp



 

  



 

  



 


